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1. 目的 
築 30 年を超える集合住宅が増加しており、特に築年の

古い中層階段室型の集合住宅は、基本性能（耐震・バリ

アフリー・断熱等）に課題がある他、内装・設備・間取

りにおいても現在の生活スタイルに合わなくなっている。

住み手においても、入居から数十年が経過し、ライフス

テージが変化したことで、住空間に対するニーズが変化

してきている。 
これらを解決するための様々な取組みが行われてきて

いるが、分譲・賃貸いずれの場合においても、コストや

合意形成が課題となり、解決には至っていない。集合住

宅という特性故に、居住者個々の取組みで基本性能の向

上を図るには限界がある。 
そこで、本研究は、低廉なコストで住み手の満足度を

向上させる方策を検討することを目的とし、本報におい

ては、集合住宅居住者を対象としたアンケート調査結果

について報告する。 
２.  調査概要 
 集合住宅居住者の、住宅の各要素に対するこだわりと

満足の関係及び住宅改善の実態と課題を把握するため、

首都圏の集合住宅に居住する男女を対象に、アンケート

調査を実施した。(表 1) 

表１ アンケート調査概要 
調査 

方法 

インターネット調査会社に登録しているモニターを対象

にアンケート調査を実施した 

調査 

期間 

2014年 03月 28日（金） ～ 30日（日） 

調査 

対象 

次の条件を満たす 30代から 60代の男女 

・首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県） 

・3階建以上の集合住宅に居住 

回 収

数 

1,040人 

※サンプルは、国勢調査を参考に、3階建て以上の共同住

宅居住者における年代別・所有関係別の分布が首都圏の

実態に即するように抽出した（表２）。性別も男女が同数

になるよう抽出した。 

調査 

項目 

○住宅の各要素に対するこだわり度と満足度 

○住宅改善の各項目に対する魅力度・実施度・実施しな

い理由、実施する場合の主体、想定費用 

○住宅改善（リフォームやＤＩＹ等）の推進方策 
 

表２ 回答者の概要 

 

 

3. 調査結果 
住宅の各要素(30 項目)を列挙し、各項目について、「こ

だわり」と「満足」をそれぞれ 4 点法により評価を得た。

30 項目を内容に応じて、A～F の 6 カテゴリに分類した。

（表３） 
①こだわり度 

 「こだわる」+「ややこだわる」の合計の割合を「こだ

わり度」とした。最も大きいのは「浴室シャワーの湯量」

で 82.2％となっている。次いで「リビングの生活音」

（79.4％）、「キッチンの収納が充分」（72.5％）となって

いる。 
②満足度 

「満足+やや満足」の合計の割合を「満足度」とした。

最も大きいのは「洗面台の湯量」で 77.6％となっている。

次いで「浴室シャワーの湯量」（77.0%）、「洗面台周りの

電 源」（73.6％）となっている。 

③こだわりと満足の「ギャップ」 

「満足度」と「こだわり度」の差を「ギャップ」とし

た。ギャップが正値に大きければ、「こだわりに比して満

足度が高い」すなわち住まいの要素としては良好である

集合住宅 満足度 居住者 
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ことを示し、ギャップが負値に大きければ、「こだわりに

比して満足度が低い」すなわち改善が必要な状況である

ことを示す。 

 「ギャップ」の正値が最も大きいのは、「キッチン扉の

取手／つまみが自分好み」（28.5ポイント）「洗面台下の

収納、扉の取手／つまみが自分好み」（28.5ポイント）の

２項目で、次いで「洗面台の照明が自分好みであること」

（25.0ポイント）となっている。 

 「ギャップ」について、負値が最も大きいのは、「リビ

ングの生活音が気にならないこと」（-16.2ポイント）と

なっている。次いで「真冬でも、窓（リビングや寝室な

ど）の近くで寒さを感じにくいこと」（-14.2ポイント）、

「真冬でも、浴室で寒さを感じにくいこと」（-13.1ポイ

ント）となっている。 
④カテゴリ別のこだわり度と満足度 

 6 つのカテゴリ毎に「こだわり度」と「満足度」を整理

した。(図 1） 
 このうち、「A：好みの色や質感」と「B：好みの機能」

では「満足度」が「こだわり度」を上回っている。すな

わち、「こだわりに比して満足度が高い」要素であり、住

まいの要素としては良好であることを示している。一方

で、6カテゴリのうち、「Ｄ：生活音」「Ｆ：真冬の寒さ」

については、「満足度」が「こだわり度」を下回っている。

すなわち、「こだわりに比して満足度が低い」要素であり、

住まいの要素としては改善が必要な状況であることが示

されている。 

⑤築年別の整理 

 6 カテゴリ毎に、住宅の築年別にこだわり度と満足度を

整理した。（図 2～6） 
どのカテゴリも総じて、築年が古くなるにつれ、こだ

わり度も満足度も低下傾向となっているが、こだわり度

に比して満足度の低下が著しいことが読み取れる。 
特に、「Ｆ：真冬の寒さ」では、築年が古くなるにつれ、

「ギャップ」が拡大している。比較的新しい集合住宅に

おいては、平面計画の変化や躯体性能の向上により「寒

さの感じにくさ」は改善されているが、築年の古い集合

住宅における改善が課題となっている。 
また、「Ｄ：生活音」は、築年に関わらず、こだわり度

は高いが満足度はこれに比べて低く、こだわりに対して

住宅性能が応えられていないことが読み取れる。 
4. まとめ 

集合住宅居住者の住宅における各要素に対する評価は、

築年が古くなると総じて低くなることが把握された。特

に「真冬の寒さを感じにくいこと」に関する評価は、築

年による低下が著しく、これの改善が求められている。 
今後は、所有関係や建て方による分析を加え、既存住

宅における性能向上のための改修促進方策について検討

していきたい。 
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図１ ６系列のこだわり度と満足度 

(全体) 

図２ ６系列のこだわり度と満足度 

(築 10 年未満) 

図３ ６系列のこだわり度と満足度 

(築 10-19 年) 

図４ ６系列のこだわり度と満足度 

(築 20-29 年) 

図５ ６系列のこだわり度と満足度 

(築 30-39 年) 

図６ ６系列のこだわり度と満足度 

(築 40 年以上) 
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